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キ1独立行政法人産業技桁総合研究所 地質情報研究部門 d 徳島県立博物館











































































面を持つ逆断層である（小林， 1991;遠回ほか 1993; 
香川県， 1997).長尾断層は中期更新世以降の香東川
の段E面を累積的に変位させており（寒Il,1973; 
















れたと考えられている（寒川， 1973;S:mgawa, 1978; 













































































































緯34。6'183＂’東経 134＇。16'40 4" 
地点1から酉方を望むと！阿讃山地と徳島平野の境











…共縫戸港島文学環築防災続究センタ ψ 鳴門事支脊大毛色 終別協力；l奪阜県j立能物館 一
後後“ffK議島容き島新関乱闘語放送t F~徳島二巴フエムぴ定ざん，徳島市線香委員会，鳴門市教育委長会図陵地震諸問策ヨ農協会 : 
J 一一一一一一d一一一一→～一一一月一一－一一九 一一一一一一一円一一一一－ －ー ｝｝刊一一一一一 -＂一一ー （ー一一一 →ー ; 
























9:10～9:20 (10分） 地点1 市場断層の地形の遠望
広憎農道
9:40～10:00 (20分） 地点2 井手口火山灰層をはさむ土柱層の観察
広域農道
10:10～10:50 (40分） 地点3 r 阿波の土柱」の遠望と土柱層の観察
広域農道
11 :10～11 :SO (40分） 道の釈「藍ランドうだっ」 昼食
県道鴨池線
12:10～12:50 (40分） 地点4 中央構造線の中上露頭の観察
徳島自動車道葺眉IC～脇町IC，国道193号線












































































ト層，砂磯層からなる（植木＇ 2 Jl) 岩崎層からは
メタセコイアの球果などの前期更新世の植物化石が産

































































































生確串ほj 今桂3f年以内はほぼ0-0.31も2 今桂me年以内＂＇ほぼ 0-2%であ
りj 宮本の活断層の中ではj 発生確率がやや高下グループは属する ［畏各州・
西山］

































































































a小中学生 b 高枝生 じ大学生大学院生 d.学会員 e学設教員 千 般
2. 参加してどうだったですか？
aすごくよかった b. よかった cふつう ι期待はずれ eまったく期待はずれ
3. 内容はわかりやすかったですかっ
aすごくわかりやすかった b わかりやすかった cふつう d 難しかった '・ とても難しかった
4. このような巡検にいくらまでなら参加しますか？
a無料 b. sro円 c. 1,000円 d. 2,CO D阿 o. 3,0C 0門 fそれ以上でも
5. また参加したいですかっ
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